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ACROSSを用いた野島断層構造のモニタリング
Monitoring of the Nojima Fault structure using ACROSS
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1995年兵庫県南部地震 (Mw 6.9)の震源断層である野島断層の南西端では、断層解剖計画によってボアホール孔が掘削
された。断層構造や断層回復過程を調べることを目的の 1つとし、ボアホール孔内には地震計等の計測機器が設置され、
連続観測が行われている。また、地表には精密制御定常震源装置 (ACROSS)が設置され、断層構造の時間変化を計測す
るために 2000年から繰り返し実験が行われている。
本研究では、ACROSSを用いて、主に伝達関数の走時や振幅の変化、さらに断層破砕帯周辺の異方性の変化について

調べた。P波および S波の走時変化は、2000年以降 2ms早まる結果が得られた。この変動は断層周辺のクラックの固着
回復過程と一致すると考えられるが、有意な変化かどうかさらに調べる必要性がある。一方、振幅は多少ばらつくものの
一定の経年変化は見られなかった。異方性に関しては、S波スプリッティングを用いて推定した。その結果、2000年以
降異方性に変化がないことが分かった。速い S波の振動方向 (LSPD)は、浅い領域のクラックが分岐断層の走向に平行な
方向に選択配向していることを示した。これは、この地域の水平圧縮応力方向 (E-W)とは異なる方向である。また、深
い領域の異方性は、浅い領域に比べて小さく、深い領域ではクラックが閉じているおよび/または選択配向していないこ
とが示唆された。
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